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道 で は 、11 月 12 日 か ら 17 日 ま で 空 知 総 合 振

興 局 1 階 ロ ビ ー 、11 月 24 日 か ら 26 日 ま で 道 庁

1 階 ロ ビ ー 道 政 広 報 コ ー ナ ー に お い て DV の 被 害

状 況 な ど を 示 し た パ ネ ル 展 を 開 催 し 、 ビ デ オ 放 映

な ど を 行 い ま し た 。

夫・パ ー ト ナ ー か ら の 暴 力 、性 犯 罪 、売 買 春 、セ ク シ

ュ ア ル・ハ ラ ス メ ン ト 、ス ト ー カ ー 行 為 等 女 性 に 対 す る

暴 力 は 、女 性 の 人 権 を 著 し く 侵 害 す る も の で あ り 、男 女

平 等 参 画 社 会 を 形 成 し て い く 上 で 克 服 す べ き 重 要 な 課

題 で す 。

国 で は 、 平 成 13 年 に 、 毎 年 11 月 12 日 か ら 11 月

25 日 ま で の 2 週 間 を「 女 性 に 対 す る 暴 力 を な く す 運 動 」

空 知 総 合 振 興 局

パ ネ ル 展 会 場

と と し ま し た 。

STOP THE 暴力

－「女性に対する暴力をなくす運動」パネル展の開催－

｢パ ー プ ル リ ボ ン 運 動 ｣は 、 子 ど も や 女 性 に 対 す る 暴 力 の 被 害 者 に

と っ て 、世 界 を よ り 安 全 な も の と す る こ と を 目 的 と し て 、1994 年 、

ア メ リ カ ・ ニ ュ ー ハ ン プ シ ャ ー 州 の ベ ル リ ン と い う 小 さ な 町 で 、 近

親 姦 や レ イ プ の 被 害 者 に よ っ て 始 め ら れ た と い わ れ て い ま す 。 紫 色

の リ ボ ン で あ れ ば ど の よ う な も の で も よ く 、 そ れ を 身 に つ け る こ と

で 、パ ー プ ル リ ボ ン 運 動 の 趣 旨 へ の 賛 同 を 表 明 す る こ と が で き ま す 。

現 在 で は 、40 か 国 以 上 に 広 が っ て お り 、女 性

へ の 暴 力 根 絶 に 向 け た 世 界 各 地 の 活 動 団 体 が 、布

リ ボ ン や バ ッ チ な ど の「 パ ー プ ル リ ボ ン 」を 広 め 、

女 性 に 対 す る 暴 力 を 許 さ な い 社 会 を 目 指 す 活 動

に 取 り 組 ん で い ま す 。

ご存じですか？ パープルリボン
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「女も男も幸せになれる仕組みへ～

ワークライフバランスを考える」

― 女 性 プ ラ ザ 祭 2010 教 養 講 演 会 の 開 催 ―

竹 信 三 恵 子 さ ん

11月 １ ５ 日 か ら ２ ０ 日 の 5日 間 、北 海 道 立 女 性

プ ラ ザ で は 、「 女 性 プ ラ ザ 祭 ２ ０ １ ０ 」を 開 催 し

ま し た 。

女 性 プ ラ ザ 祭 行 事 の 一 つ で あ る 「 教 養 講 演 会 」

で は 、朝 日 新 聞 編 集 委 員 兼 論 説 委 員 で あ る 竹 信 三

恵 子 さ ん を 講 師 に 迎 え 、「 女 も 男 も 幸 せ に な れ る

仕 組 み へ ～ ワ ー ク ラ イ フ バ ラ ン ス を 考 え る 」と 題

し た 講 演 を 開 催 し ま し た 。

≪ 講 演 か ら ≫

現 在 の 日 本 は 、「 女 性 が 働 き 続 け る こ と が 難 し い 社 会 、 で も 働 き 続 け る

こ と が 必 要 な 社 会 」 で あ り ま す 。 80 年 代 か ら 相 次 い だ 雇 用 の 規 制 緩 和 、

進 ま ぬ 均 等 待 遇 。 不 況 ・ デ フ レ が 追 い 打 ち を か け 、 働 く 女 性 の 53%が 非

正 規 雇 用 で あ る 男 女 間 格 差 、企 業 間 格 差 と 地 域 間 格 差 な ど い ろ い ろ な 格 差

が 生 じ て き ま し た 。 格 差 が 生 じ る こ と に よ り 、 貧 困 層 も 増 え て き ま し た 。

私 た ち に と っ て 日 本 社 会 の 何 が 問 題 か と い う と 、 ｢男 は 仕 事 。 女 は 家 庭 ｣

と い う モ デ ル は 崩 壊 し 、 女 性 も 働 く よ う に な っ た が 、 未 だ 家 事 等 の 負 担 は

女 性 に あ る と い う こ と で す 。 父 の よ う に 働 き 、 母 の よ う に 家 事 ･育 児 ･介 護

を す れ ば 、 人 間 は つ ぶ れ ま す 。

誰 も が 働 い て 経 済 的 に 自 立 し 、働 く こ と と 生 活 の バ ラ ン ス を 保 つ た め に

は 、 自 分 を 楽 に す る 働 き 方 が 重 要 で す 。 他 人 を 助 け る た め 、 自 分 も 楽 に な

る た め 、 ま ず は 、 自 身 の 長 所 を 認 識 し 、 そ れ を 伸 ば し て い く こ と が 大 事 で

あ り 、あ の 時 や っ て お け ば 良 か っ た と 思 う よ う な こ と は す ぐ に で も 実 行 し

て お く こ と が 重 要 で す 。
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さ ん の プ ロ フ ィ ー ル ●

1976年 、 朝 日 新 聞 社 に 入 社 。経 済 部 記 者 、 シ ン ガ ポ ー ル 特 派 員 、 学 芸
部 次 長 、 総 合 研 究 セ ン タ ー 主 任 研 究 員 を 経 て 、 2007年 4月 か ら 編 集 委 員
（ 労 働 ・ ジ ェ ン ダ ー 担 当 ） 。 2010年 7月 か ら 論 説 委 員 兼 務 。

2005年 ま で 男 女 共 同 参 画 会 議 専 門 委 員 。

た と え 親 し い 間 柄 で あ っ て も 、暴 力 は 決 し て 許 さ れ る
も の で は あ り ま せ ん ！

の 期 間 と 定 め 、女 性 に 対 す る 暴 力 の 問 題 に 関 す る 取 組 を 一 層 強 化 す る こ



－ ありがとうございました －

まず１つ目として、道のホームページにおいて、

取組状況を紹介するともに、登録企業のホームペー

ジへのリンクを設定しますので、自社のＰＲに利用

できます。

２つ目としては、北海道あったかファミリー応援

企業シンボルマークを、自社の名刺や各種印刷物、

広告チラシ、ホームページ等で活用できます。

３つ目としては、中小企業者を対象とした道の低

利の融資制度（事業革新貸付）を利用することがで

きます。

４つ目としては、商工組合中央金庫と北海道が連

携した金利の優遇が受けられる、「北海道あったか

ファミリー応援企業」支援ローンを利用することが

できます。

Q 登録するにはどのような条件が必要ですか

Ａ 道内に本社又は主たる事務所があり、従業員１

人以上雇用する法人又は個人（国及び地方公共団体

を除く）を対象としており、次の３つの要件を全て

満たす企業です。これらの要件は、子育てや家族の

介護など家庭と仕事の両立を支援する雇用環境の整

備に積極的に取り組んでいる企業を推奨するという

観点から定めたものです。

登登登録録録制制制度度度ののの詳詳詳細細細ははは・・・・・・・・・

北北北海海海道道道経経経済済済部部部労労労働働働局局局雇雇雇用用用労労労政政政課課課

０００１１１１１１－－－２２２０００４４４－－－５５５３３３５５５４４４(((直直直通通通)))

又又又はははホホホーーームムムペペペーーージジジをををごごご覧覧覧くくくだだださささいいい。。。

hhhttttttppp::: //////wwwwwwwww...ppprrreeefff ...hhhoookkkkkkaaaiiidddooo... lllggg... jjjppp///kkkzzz///rrrkkk

rrr///rrrsssfff///yyyuuutttooorrr iii ///rrryyyooouuurrr iii tttuuu///rrryyyooouuurrr iii tttuuutttoooppp...hhhtttmmm

北海道あったかファミリー応援企業登録制度
北北北海海海道道道でででははは、、、育育育児児児ややや介介介護護護なななどどどののの家家家庭庭庭ととと仕仕仕事事事ののの両両両立立立ででできききるるる制制制度度度なななどどど男男男女女女ががが共共共ににに働働働きききやややすすすいいい職職職場場場環環環境境境づづづくくくりりりににに取取取りりり組組組んんんでででいいいるるる企企企業業業等等等ををを支支支援援援しししててていいいままますすす。。。

昨昨昨年年年 111000 月月月ににに創創創設設設ささされれれたたた「「「北北北海海海道道道あああっっったたたかかかフフファァァミミミリリリーーー応応応援援援企企企業業業登登登録録録制制制度度度」」」にににつつついいいててて、、、経経経済済済部部部労労労働働働局局局雇雇雇用用用労労労政政政課課課ののの小小小酒酒酒井井井就就就業業業支支支援援援担担担当当当課課課長長長ににに話話話しししををを聞聞聞きききままましししたたた。。。

Q なぜ、この制度をつくったのですか

Ａ 本道において少子化が進行し、社会経済に深刻

な影響を与えることが懸念されています。少子化の

背景には、仕事と家庭の両立の負担感が大きいこと

が指摘されており、仕事をしながら、子育てをはじ

建設業が８８社（８５％）、次に情報通信業が５社

（５％）、医療・福祉が４社（４％）、サービス業

が３社（３％）となっています。

Q シンボルマークについて教えてください

Ａ シンボルマークは、昨年５月に公募し、応募の

あった２９０作品の中から選考し、決定しました。

このシンボルマークは、文字の周りに、赤・青・

緑・橙の４色を使用しており、「赤は太陽、青は海

と空、緑は大地、橙は光」で、豊かな自然に恵まれ

た生活環境が優れた北海道をイメージしたもので、

北海道の形を基調に、人々の元気あふれる笑顔を象

徴的に表現したものです。

①①① 北北北海海海道道道のののホホホーーームムムペペペーーージジジ等等等ににによよよるるるＰＰＰＲＲＲ

②②② 北北北海海海道道道あああっっったたたかかかフフファァァミミミリリリーーー応応応援援援企企企業業業シシシンンンボボボ

ルルルマママーーークククののの使使使用用用

③③③ 北北北海海海道道道ののの中中中小小小企企企業業業制制制度度度融融融資資資ののの利利利用用用

④④④ 商商商工工工組組組合合合中中中央央央金金金庫庫庫ととと連連連携携携しししたたた提提提携携携ロロローーーンンンののの

利利利用用用

要件の第１としては、次世代育成支援対策推進法

に基づき、一般事業主行動計画を策定し、厚生労働

省北海道労働局に届出して、同計画を実践している

ことです。

「次世代育成支援対策推進法」とは、次代の社会

を担う子どもが健やかに生まれ、育成される環境整

備のために、国、地方公共団体、事業主が行う取組

を進めるため、それぞれが果たすべき役割を定めた

ものです。「一般事業主行動計画」とは、事業主が

自主的に行う「従業員に対する雇用環境の整備など

の取組」に関する行動計画であり、取組内容として

は、育児休業の取得促進の推進、育児のための勤務

時間短時間等の措置の実施、所定外労働の削減など

があります。

要件の第２としては、就業規則に、育児・介護休

業法に定める各休業制度等と同程度以上の規定があ

ることです。「育児・介護休業法に定める各休業制

度等」とは、育児や介護に関する休業制度、短時間

勤務制度、子の看護休暇、介護休暇などであり、「規

定」とは、対象者の範囲や休業期間、申出の手続な

どの具体的な内容を定めたものです。

要件の第３としては、一般事業主行動計画に定め

た取組目標や内容など、両立支援に向けた企業の取

組を明らかにし、道のホームページ等で公表するこ

とに同意することです。

Q どのくらいの企業が登録されていますか

Ａ 登録企業は、平成２２年１１月末で、１０３社

となっており、業種別にみますと、件数の多い順に

登録制度について説明する

小酒井就業支援担当課長

特

集

北海道あったかファミリー

応援企業シンボルマーク

事業主の皆様には、ぜ

ひ、北海道あったかファミ

リー応援企業に登録申請

くださるようお願いいた

します。

め家族の介護など家

庭生活を行うことが

できる社会環境づく

りが求められていま

す。事業主の方々に

とりましても、今後

の若年労働力の減少

や働く人の意識の変

化に対応し、優れた

人材の確保・定着を

図るため、従業員が

仕事と生活を調和できる雇用環境の整備に取り組む

ことが大変重要になっています。

このため、道では、育児や介護などの家庭と仕事

の両立できる制度など男女が共に働きやすい職場環

境づくりに取り組んでいる企業を登録･推奨する｢北

海道あったかファミリー応援企業登録制度」を昨年

１０月に創設し、企業の自主的な取組を推進してい

ます。

Q 登録された企業には、どのような優遇があるの

ですか

Ａ 主な優遇制度としては、次の４つがあります。
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2011.4 Vol.42 北海道男女平等参画情報誌

審議会等における女性委員の参画状況を報告します

男女平等参画を推進するためには、男

性も女性もそれぞれの個性と能力を発揮

し、政治や経済などあらゆる分野におけ

る政策・方針決定の場にともに参画し、

意見や考え方を反映させていくことが大

切です。

このため、道では、道行政への女性の

参画を拡大するために、審議会等の女性

委員の割合を平成 29 年度までに 40％

とする目標値を定め、女性の積極的な登

用を図ることにしています。

審議会等への女性の参画の実態につい

て、国・道・道内市町村・全国における

過去 10 年の女性委員の登用率の推移を

見ると、左図のとおりとなっています。
１ 平成 22 年４月１日現在
２ 道の数値については、平成１９年までは各年６月現在のものです。
３ 国の数値については、各年９月末現在のものです。
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（注）

－ 北海道男女平等参画審議会委員を公募します －

職場や家庭、学校や地域など、社会のあらゆる分野で男女平等参画を推進するために設置している

「北海道男女平等参画審議会」の委員を募集します。

■応募資格／北海道に居住する方で、男女平等参画について関心を持ち、札幌市内で開催する男女

平等参画審議会（年２回程度）に出席できる方

※ただし、次の方は応募できません。

・国又は地方公共団体の議員及び職員（元道職員の方も含みます。）

・公募で選任された北海道男女平等参画審議会委員（過去の公募委員も含みます。）

■公募委員数／６名以内

■任 期／平成２３年７月９日(予定)から２年間

■応募方法／応募用紙と作文（８００字以内）を提出

※作文のテーマ：「男性にとっての男女平等参画とは」

■募集期間／平成２３年３月２９日（火）～５月２日(月）（５／２の消印有効）

詳しくは、下記のホームページをご覧いただくか、環境生活部くらし安全局くらし安全推進課 男女平

等参画グループにお問い合わせください。

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ks/kas/djb/index

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ks/kas/djb/index
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性別による差別的な取扱いで悩んでいませんか?

男 女 平 等 参 画 苦 情 処 理 委 員
がサポートします

男女平等参画苦情処理委員制度とは、弁護士など高い見識を有する「北海道男女平等参画苦情処理

委員」が、申出の内容について公平･中立な立場から調査し、その結果に基づいて、申出人に助言を

行う制度です。

男女平等参画に関する苦情とは、性別による差別的な取扱いなどの苦情や男女平等参画に係る道の

施策についての苦情などが対象になります。

対象者は、道民（事業者を含みます）の方なら、どなたでも申し出ることができます。

申出の方法は、郵送、FAX、またはインターネットで申し出ることができます。住所・氏名・電話番

号・申出の内容及び理由などを記載して、下記の窓口へ提出してください。

※匿名や電話での申出は受けておりません

【申出窓口・問い合わせ先】〒060-8588 札幌市中央区北３条西６丁目
北海道環境生活部くらし安全局くらし安全推進課 FAX：011-221-6780
http：//www.pref.hokkaido.lg.jp/ks/kas/djb/index
又は、各総合振興局･振興局環境生活課へ

平成 22 年１２月１４日（火）旭川市大雪クリスタルホールにおいて、女性の農業経営への参画や社会

参画に対する気運の醸成を図るとともに、働きやすい環境づくり、農業経営における役割を明確にする家

族経営協定を推進することを目的に、「男女共同参画研修会～男女共同による農業・農村づくりをめざし

て～」と題した研修会が農山漁村男女共同参画推進協議会の主催により開催されました。

研修会では、樋口恵子氏（評論家、ＮＰＯ法人高齢社会をよくする女性の会理事長）による「女性の活

躍できる環境づくり～男女共同による社会の形成～」と題した基調講演と、北海道大学大学院農学研究院

の柳村俊介教授をコーディネーターとして、「家族経営協定の推進と担い手の育成について」をテーマとし

たパネルディスカッションが行われました。

基調講演では、女性の能力を活用しなければ社会の損になる、一人ひとりの個性を活かすことでもっと

高いレベルのことができるはずである等、女性参画の必要性について、わかりやすく、かつ面白い事例を

用いてお話しされました。

パネルディスカッションでは、パネリストとして東谷正氏（富良野市農業委員会会長）、岩永かずえ氏

（ＪＡ北海道女性協議会副会長（南富良野町））、前田艶子氏（旭川市農業委員）、石黒修氏（いしぐろ

農園（士別市））の４名を迎え、それぞれの立場から経験された家族経営協定のお話しがありました。柳

村教授は、女性に役割を与えるだけでよいというわけではなく、障壁を取り除き、周りがサポートしてい

くことも大切であると、まとめていました。

研修会の参加者は、女性農業者、経営主、後継者、行政・ＪＡ・農業委員会関係者などで、会場は満席

となり、熱気にあふれていました。



に な ら な い 海 藻 を 、 海 岸 に 打 ち 上 が っ た ゴ ミ の 中 か ら 拾 っ て き て 、 塩 抜 き し ま し て プ レ ス す る の で す が 、 一 つ と し て 同 じ 形 が な い で す し 、 色 も い ろ い ろ あ り ま

し て 、 で き あ が っ た も の を 見 て 素 晴 ら し い と 思 い ま す 。

こ の 度 は 、こ の よ う な 素 晴 ら し い 賞 を い た だ き ま し て 本 当 に あ り が と う ご ざ い ま す 。 自 分 の 好 き な こ と を 一 生 懸 命 や っ て い

る 、 そ の 中 で こ の よ う な 賞 を い た だ け た と い う こ と は 、 本 当 に う れ し く 思 っ て い ま す 。 こ れ か ら も 多 く の 方 た ち を 通 し て 、 今

以 上 に 利 尻 の 海 藻 ク ラ フ ト を 広 げ て い き た い と 思 っ て い ま す 。

「 海 藻 お し 葉 」 は 、 ツ ア ー の 方 々 が 体 験 し て い ま す 。 ツ ア ー の お 客 様 は 、 作 る ま で は 何 と な く 島 の 駅 に 来 て い る の で す が 、

作 り 始 め る と 目 の 色 が 変 わ っ て き て 、 楽 し ん で 作 っ て い ま す 。 利 尻 ふ る 里 ・ 島 づ く り セ ン タ ー の 島 の 駅 の 建 物 は １ ３ ０ 年 以 上

経 っ て い る 古 い 建 物 な の で す が 、 お 客 様 は 何 と な く ほ っ と す る と 言 っ て く れ て い ま す 。 島 の 駅 で は 、 雨 と か 雪 が 利 尻 山 か ら ３

０ 年 か け て 湧 き 出 し た お 水 を 使 っ て 、 コ ー ヒ ー や お 茶 を 出 し て い ま す 。 何 と な く ま ろ や か な 味 で す ね と 、 言 っ て い た だ い て い

ま す 。 海 藻 は 島 の 周 り に は １ ０ ０ 種 類 以 上 あ る と 言 わ れ て い ま し て 、 島 の 駅 で は ２ ５ 、 ６ 種 類 の 海 藻 が 使 わ れ て い ま す 。 食 料

表 彰 を 受 け る 東 鷹 栖 食 品 加 工

販 売 協 議 会 の み な さ ん

表 彰 を 受 け る 惣 万 さ ん

本 日 は 、 こ の よ う な 素 晴 ら し い 賞 を い た だ き ま し て 、 ま こ と に あ り が と う ご ざ い ま す 。 私 た ち は 、 い ろ い ろ な 加 工 食 品 を６

つ の グ ル ー プ で つ く っ て い ま す 。６ つ の グ ル ー プ が 一 体 と な っ て 、東 鷹 栖 食 品 加 工 販 売 協 議 会 と い う 一 つ の 協 議 会 を つ く っ て 、

様 々 な 活 動 を 行 っ て い ま す 。 こ れ か ら も よ り 一 層 努 力 し ま し て 、 安 全 安 心 な 食 品 加 工 に 精 を 出 し て が ん ば っ て い き た い と 思 い

ま す の で 、 よ ろ し く お 願 い し ま す 。

こ の 会 は 、 平 成 １ ５ 年 に 加 工 場 を つ く っ て い た だ い て 、 こ の 施 設 の 中 に 、 旭 川 市 で も 初 め て の 試 み で 販 売 を 中 心 と し た 専用

の 加 工 室 を つ く っ て い た だ き ま し て 、 地 元 の 人 た ち が 何 と か 販 売 を し た い と い う こ と で 手 を 挙 げ て つ く っ た グ ル ー プ で す 。 そ

の 前 ま で も 、 自 分 た ち で 加 工 品 は つ く っ て い た の で す が 、 地 元 の 素 材 で つ く っ た お い し い も の を 是 非 皆 さ ん に 食 べ て い た だ き

た い と い う こ と で 、 販 売 に 結 び つ け ま し た 。 大 勢 の 会 員 が い ま す の で 、 い ろ い ろ な 問 題 が あ り ま し た が 、 今 、 ８ 年 目 に 入 り ま

し て 、 そ れ ぞ れ が ス ム ー ズ な 活 動 を 行 っ て い て 、 こ れ ま で の 期 間 に い い 方 向 に き て い る と 思 い ま す 。 旭 川 市 だ け で な く 、 北 海

道 、 中 国 で も 販 売 を し て い ま す が 、 こ れ か ら ま す ま す 北 海 道 の 中 に も っ と 浸 透 さ せ て い き た い と 思 っ て い ま す 。

社会のあらゆる分野で、個性と能力を生かして、チャレンジし、活躍している方々を知事が表彰し、チャレンジの身近な

モデルとして紹介する「北海道男女平等参画チャレンジ賞」。

その贈呈式を、去る１月２５日に道庁で行いました。知事から受賞者に表彰状と副賞を贈呈し、懇談を行いました。

受賞おめでとうございます

●輝く女性のチ ャレンジ賞 惣 万栄子さん(利 尻町)

●輝く北のチャ レンジ賞 東鷹 栖食品加工販売 協議会(旭川市)

懇 談 の 概 要 は ホ ー ム ペ ー ジ で ご 覧 い た だ け ま す

http ://www.pref .hokka ido . lg . jp/ks/kas/d jb/ johomepage/cha l lengepr ize/chal le_ top .htm


